
 
                          

Press Release  
 

 

 

 

報道関係者 各位 

 

 
６月１６日フィリピン航空４３８便に搭乗していた患者の濃厚接触者について 

【第１報】 

 
 ６月１６日１８時１５分に中部空港に到着したマニラ発フィリピン航空４３８便（共同運航

便なし、乗員乗客数：１３０名）で入国した乗客の中から新型インフルエンザ感染者２名（６

０歳代男性、４０歳代女性、ともに名古屋市）が確認されています。この患者の濃厚接触者に

ついて、現時点で確認できた情報について報告いたします。 

今後、関係自治体等と連携のもと、これらを確定し、より慎重な健康監視等の措置を講じる

こととしています。 
 
○患者 A：（名古屋市）６０歳代 男性 日本国籍 

○患者 B：（名古屋市）４０歳代 女性 フィリピン国籍 

※ 患者 A、B ともに６月１７日、医療機関を受診し、その後、名古屋市衛生研究所におい

て遺伝子検査を実施し、新型インフルエンザ感染者であることが確認された。 
    
 
  

○濃厚接触者数   ２５名 
 
  入国者数    ２５名 
    （内訳） 

日本国籍    男性 １３名 女性 １名 
         フィリピン国籍 男性 １名  女性 ８名 
         ブラジル国籍  男性 ２名 
 

      自治体別 愛知県 １２名 岐阜市 ２名 名古屋市 １名 長野県 ３名 
静岡県 ２名 四日市市 １名 三重県 ４名  

 
トランジット数  ０名 
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